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Abstract: The landscape is one of tourism resources. The good landscape is essential for 

improvement of the attractiveness of the area. Meanwhile with the rapid development of the 

information technology in recent years, the development of smart devices and the use of social media 

are expanding. Along with these phenomenon, huge spatial data groups called big data have been 

created. To improve the attractiveness of tourist area and create new value, the utilization of such 

big data is expected so much. In this study, the authors try to analyze and evaluate the landscape in 

Nara as a tourist area using texts and photographs posted on social media. 
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1. はじめに 

	 わが国は，豊かな自然，歴史，文化といった地

域固有の景観資源を受け継ぎ，美しい都市空間を

形成してきた．しかし，急速な経済成長や都市化

の影響を受け，良好な景観の喪失などの問題が深

刻化している．一方，近年の成熟社会により，景

観に対する国民の意識も高まり，地域固有の景観

資源を活用した施作も行われている．そこで，地

域の景観資源を知り，都市空間においてそれらの

価値を定め，地域に新たな魅力や価値を創造して

いかなければならない． 

	 また，近年，スマートデバイスの発達とソーシ

ャルメディアの利用拡大により，位置情報をとも

なうデータの発信と集積が飛躍的に増大してい

る．地域の魅力向上と新たな価値を創造するため

に，こうしたビッグデータを活用した取組への期

待が高まっている．位置情報を含む膨大な情報は，

都市をデザインする上で重要であり，景観デザイ

ンにとっても欠かせない． 

 

2. 研究の目的と方法 

	 景観は地域が有する観光資源の一つでもあり，

地域の魅力向上を考える上で，良好な景観は欠か

せない．魅力ある観光地域とするため，来訪者が

何を眺めているのか，また景観対象に対してどの

ような感情を持つのか，観光行動に基づく景観の

分析とデザインが必要である．そこで，ソーシャ

ルメディアに投稿されるデータを活用すること

で，容易に来訪者の観光行動を読み解くこととす

る．本研究は，観光地に訪れる来訪者の観光行動

から景観の分析と評価することを目的としてい

る． 

	 具体的には，ソーシャルメディアに投稿された

テキストと写真画像から時空間情報を取得し，各

来訪者の観光行動を把握した．さらに，来訪者が

何に関心があるのか，また何を眺めていたのかを
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捉えるため，テキストマイニングと画像解析ツー

ルを用いた分析を行った．ここでは，観光地にお

いて景観の分析と評価を行った事例を報告する．	

	

3. 対象地の選定 

	 歴史的な文化資産と自然環境が一体となった

歴史的風土が保全され，近年，観光客数が増加

傾向にある奈良市を対象とした．奈良市は，東

大寺，興福寺，春日大社の大社寺にくわえ，そ

の門前町として栄えた歴史的町家などが現存す

る．来訪者は，こうした観光名所にくわえ，「な

らまち」，「きたまち」，「高畑」などのさまざま

なエリアに訪れていることが確認できた．そこ

で，これらを包含する全域を対象とした（図-	

1）．この全域は，「奈良町」と呼ばれ，江戸時代

中期の「奈良町絵図」に描かれた区域全体であ

る．本研究では，「奈良町」を「各寺社」，「なら

まち」，「きたまち」，「高畑」等を含む古くから

の市街地全域とし，この「奈良町」の範囲を対

象地域とし，分析を展開している．	

 

図- 1	 奈良町 

4. データベースの構築 

	 来訪者は，関心を持った対象に関するテキスト

や写真画像をソーシャルメディアへ投稿するこ

とが少なくない．こうした投稿データからは，位

置情報を含む多数の情報を抽出することが可能

であり，来訪者の行動も把握することができる．

本研究では，来訪者が投稿するデータから観光行

動を捉え，Flickr と Twitter が公開している API

（Application Programming Interface）を用いてデー

タ取得を行っている． 

	 投稿データの取得期間は，Twitterと Flickrの両

サイトから同時期に取得できる期間である 2016

年 2月 1日から 2017年 1月 31日までの 1年間と

した．Twitter ではサンプル数 32,614 ツイート，

Flickr では，取得可能な全サンプル数 2,455 枚取

得し，本研究では上記のサンプル数を用いて分析

を行っている．これらのツイート位置を GIS上に

プロットした（図- 2）． 

 

図- 2	 ツイートの発信位置 

 

	 ツイート位置については，取得したテキストに

用いられる言語で日本人観光客か訪日外国人観

光客を判定し，各々のツイート情報を GIS上にプ

ロットを行っている． 

	 さらに，来訪者が眺める視点場を抽出するため

に，Flickrから取得した写真撮影位置を GIS上に

プロットした（図- 3）この写真撮影位置から良好

な視点場を視覚的に把握するために，ホットスポ

ット分析を行った．ホットスポット分析は，交通

事故や犯罪などが集中して発生している場所を

空間的に把握する際に用いられている． 

	 来訪者がより多く撮影している場所，すなわち
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撮影ポテンシャルの高い視点場は以下に示す通

りである（表- 1；図- 4）．主要観光施設である各

寺社の付近のみならず，市街地にもポテンシャル

の高い視点場が集積していることがわかる． 
 

 

図- 3	 写真撮影位置 

 

図- 4	 ホットスポット分析 

 

表- 1	 ポテンシャルの高い視点場 
エリア 視点場 

東大寺 大仏殿，中門，南大門，二月堂 
興福寺 五重塔，南円堂 
春日大社 東回廊，南門，景雲殿 
氷室神社 鳥居，枝垂れ桜 
奈良公園[1] 春日野園地，若草山，飛火野 
ならまち 餅飯殿，下御門 
JR奈良駅 駅前広場 
近鉄奈良駅 駅前広場 

5. 景観の分析と評価 

	 Flickr に投稿された写真画像は，主対象にくわ

え，さまざまな景観要素から構成されている．こ

れらの要素を把握することは，景観評価を行う上

で必須であり，得られた写真画像を一枚一枚，客

観的に景観要素を効率よく抽出していく必要が

ある．そこで，画像認識技術を用い，写真画像の

被写体情報を抽出した．本研究は，Microsoft社が

提供している API の一つである Computer Vision 

APIを使用した．Computer Vision APIは，写真画

像の被写体を機械判読し，ラベリングや画像内の

テキストの判読など多様な機能を有しており，今

回はとくに Tagging Image, Categorizing Imageの 2

つのパラメータを用いた．Tagging Imageは，画像

内の要素を，2,000以上の認識要素，生物，風景な

どに基づいて，タグ情報を算出する（表- 2a）．

Categorizing Image は，Tagging Image の結果を基

づいて，86個の概念リストに分類し，画像内の特

徴を捉えることできる（表- 2b）．これらの機能を

用い，写真画像内の要素を抽出し，分析へと展開

している． 

	 各エリア毎に，来訪者が撮影する被写体を捉え

るため，Categorizing Imageから取得した結果を用

い，写真画像の特徴を把握した（図- 5）．景観検

討を行う際，良好な景観が撮影されている写真を

用いる必要がある．以降では，適切な写真画像で

あったサンプル数 1,787枚を用い，分析を行った． 

 

表- 2	 Computer Vison API 解析結果 

(a) Tagging Image 

"tree" "outdoor" "building" "grass" "water" 

"river" "nature" "plant" "surrounded" "garden" 

 

(b) Categorizing Image 

"Plant_tree" 
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図- 5	 各エリア毎の被写体の撮影傾向 

 

	 建物や緑などの来訪者が眺める被写体の違い

がみられた「東大寺」，「奈良公園[1]」「ならまち」

を挙げる．「東大寺」では，各伽藍や樹木などの被

写体を眺める傾向がある．「奈良公園[1]」では，主

に樹木や花など緑を主対象として眺められてい

る．「ならまち」では，建物を眺める傾向があり，

とくに歴史的建築物を眺めている．以上から，各

スポット毎にどのような景観要素を眺めている

のかが推測できる． 

	 さらに，各来訪者が眺める景観事象をテキスト

から把握していく．良好な対象と抽出された興福

寺五重塔に関する景観事象を取り上げる．景観に

関するテキストから五重塔と共起語を抽出した

（図- 6）．また，写真画像内に撮影される景観要

素と各々の景観要素における具体的な対象や地

物を特定し、割合を算出した（図- 7）． 
  

 
図-	6	 五重塔に関わる共起語 

 
	 結果から，まず五重塔とともに眺められる景観

要素を把握した．約半数以上は緑も含め眺めてい

ることが推測できる．来訪者は主対象である五重

塔にくわえ、他の景観要素も含め眺めていると推

測できる。とくに，具体的な対象として、東金堂

や猿沢池を傾向があった．これらから、来訪者が

眺める五重塔に関わる景観事象を明らかにした．	

 

図-	7	 五重塔に関わる景観要素と各要素におけ

る具体的な対象の割合	

 

6. おわりに 

	 来訪者が投稿するテキストと写真画像を用い，

良好な視点場の把握を行い，来訪者が眺める景観

事象を明らかにした． 

	 今後の展開として，来訪者が眺める景観事象を

詳細に明らかにし，精度ある景観評価指標へとつ

なげたいと考えている． 
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補註 

[1] 県立都市公園としての奈良公園の範囲を示す． 
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